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議会運営委員会会議録 

 

令和８年６月１６日 火曜日 

  午前９時００分開議 

  午前９時２６分閉議（実時間２６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議会の運営に関する事項について 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  山 本 幸 廣 君 

副委員長  田 方 芳 信 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  谷 口   徹 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  深 田 浩 介 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

議  長  髙 山 正 夫 君 

 

※欠席委員 成 松 由紀夫 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

       た ー み ー 君 

       蓑 田 由 貴 君 

       木 村 博 幸 君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     梅 野 展 文 君 

                              

○記録担当書記     松 﨑 広 平 君 

            荒 木 朋 美 君 

 

（午前９時００分 開会） 

○委員長（山本幸廣君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）ただいまから議会運営委員会を開会いた

します。 

                             

◎議会の運営に関する事項について 

○委員長（山本幸廣君） まず、１、議会の運

営に関する事項についてを議題とし、（１）懲

罰動議の件、３件について説明を求めます。 

○議会事務局長（梅野展文君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）議会事務局の梅野でございます。 

 本日から一般質問、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

 それでは、１、本日の議事日程についての

（１）懲罰動議の件、３件について、以降、着

座にて御説明させていただきます。 

 レジュメに記載のとおり、６月１５日付で３

件の懲罰動議が提出されております。 

 まず、（イ）北園武広議員に対する懲罰動議

の件は、たーみー議員ほか１３名から提出され

たもので、趣旨弁明者はたーみー議員でござい

ます。 

 次に、（ロ）橋本貴喜議員に対する懲罰の件

は、蓑田議員ほか１３名から提出されたもの

で、趣旨弁明者は蓑田議員でございます。 

 最後に、（ハ）村川清則議員に対する懲罰の

件は、木村議員ほか１３名から提出されたもの

で、趣旨弁明者は木村議員でございます。 

 本３件につきましては、議員の身分に関する

ものでございますので先決事件となりますが、

本日から一般質問が始まりますことから、議長

と協議の上、一般質問終了後に議題とすること

といたしております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま局長から説

明が終わりましたが、本日、提出者代表である

たーみー議員、蓑田議員、木村議員は本委員会

に出席されておりますので、この際、本動議に

ついて説明をお願いしたいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 
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（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） ないようであります

ので、御異議なしと認め、それでは、北園武広

議員に対する懲罰の件について、たーみー議員

より説明を願います。たーみー議員、前のマイ

クのほうに来てください。 

○委員外議員（たーみー君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）有志の会、たーみーでございます。 

 提案理由について説明いたします。 

 地方自治法第１３２条は、議員は議会の品位

を重んじなければならないと定めております。

また、同法第１３４条は、議員が法令、会議規

則、その他議会の規律に違反したときは懲罰を

科することができると規定しております。 

 これを受け、八代市議会会議規則第１５１条

においても、議員は議会の品位を重んじなけれ

ばならないと明記されており、議員には議会の

名誉と権威を保持する厳格な義務が課せられて

おります。 

 昨日行われた百条委員会の事実確認におい

て、北園議員は村川議員とともに百条委員会の

証人の勤務先を訪問し、公開質問状を上司へ手

渡した事実を認めました。 

 証人は地方自治法第１００条に基づく、調査

に協力する重要な立場にあり、その勤務先への

訪問は証人本人のみならず、勤務先に対しても

不当な影響を及ぼし得る行為です。これは同規

則第１５３条が禁じている議事の妨害となる言

動に該当し、議会の正当な調査権行使を著しく

阻害する行為にほかなりません。 

 さらに、北園議員自身も当時の行為について

軽率だったと認める趣旨の発言を行っておりま

す。 

 百条委員会において証人が外部からの干渉を

受けることなく自由に証言できる環境を守るこ

とは議会の責務であり、その環境を損なう恐れ

のある行為は看過できません。 

 以上のとおり、北園議員の言動は、八代市議

会会議規則第１５１条、品位の尊重及び第１５

３条、議事妨害の禁止に違反し、議会の秩序及

び品位を害するものと断ぜざるを得ません。 

 よって、その行為が懲罰事由に該当するた

め、本動議を提出するものであります。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） 以上で説明が終わり

ましたが、何かありませんか。 

○委員（橋本幸一君） 質問よろしいんです

ね。 

○委員長（山本幸廣君） よろしいです。どう

ぞ。 

○委員（橋本幸一君） この案件って、普通、

八代市議会の会議規則によりますと、３日間ル

ールというのがあるわけですが、本来、事象が

発生した日から３日間という、これまでそのル

ールに従って懲罰委員会の動議も出されてきて

るんですが、今回については、ちょっとそこに

ついて解釈の差があるみたいですが、そこにつ

いてはどうお考えですか。 

○委員外議員（たーみー君） ただいま御指摘

がありました３日以内のルールについてです

が、この件は、昨日、百条委員会で起こった事

案ですので、昨日、認められたので、３日以内

と考えております。 

 以上です。 

○委員（橋本幸一君） 普通、事案が発生した

日というのは、一般的には手渡された日が事案

が発生した日と解釈されるんですが、これどう

ですか、全国議長会等に確認されてみたんです

か。議会事務局は。 

○議会事務局長（梅野展文君） 特段確認はい

たしておりません。 

○委員（橋本幸一君） その辺の確認を今後し

ていただきたいと思います。 

 それと、このような事案が全国で訴えられて

いる判例というのはないのか、その辺は調べて
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はおられないんですか。 

○議会事務局長（梅野展文君） そちらの訴訟

関係につきましては、近年、以前は除名が主だ

ったんですが、２０２０年から出席停止等も訴

訟の対象にはなっておりますが、その下の戒告

あるいは陳謝については訴訟の対象とは今まで

はなっていたという私は確認はいたしておりま

せん。 

○委員（橋本幸一君） 訴訟の結果というのは

調べておられますか。 

○議会事務局長（梅野展文君） 先ほど申し上

げましたが、近年、出席停止以上につきまして

は、訴訟で敗訴というのも今までの前例として

近年ございますようであります。 

 以上でございます。 

○委員（橋本幸一君） これについては、非常

に本人の名誉に関わることですから、本人も非

常にそこは敏感に反応される部分もあるかと思

いますし、そこについては、絶対訴えられて、

そういうことにならないようなことを考慮しな

がら、今回の懲罰動議の持っていき方について

は考えていかなければならないかと思っており

ますので、その辺もよろしく、委員長、お願い

いたします。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、橋本貴喜議員

に対する…… 

○委員（山本敬晃君） ちょっといいですか。

今ちょっと橋本委員から持ってき方等のお話あ

りましたけど、それは今後、懲罰委員会で話し

合うことであって、それを事前にそういった指

摘をされるのはちょっとおかしいのかなと思い

ます。 

 訴訟があってるのはそれは事実であるので、

それは懲罰委員会が終わってから、結果が出て

から、それに対して当人がどうされるかという

ことですので、それを事前に持っていき方とい

う先ほどの発言はちょっと違うのかなというふ

うには思います。 

○委員（橋本幸一君） 私が言うのは、それも

十分頭の中に入れて判断していただきたいとい

う、そういう意味で言ったんです。 

○委員（山本敬晃君） 私たち議員もそれはも

ちろんいろんな事例をちゃんと調べてしており

ますので、そういった御指摘はちゃんと認識さ

れてると思います。 

○委員長（山本幸廣君） よろしいですか。関

連。 

○委員（北園武広君） 関連です。 

○委員長（山本幸廣君） 関連はやめましょ

う。今の件。 

○委員（北園武広君） 当人ですけど、いいん

ですか。いいんでしょうか。 

○委員長（山本幸廣君） どうぞ。 

○委員（北園武広君） 発議者に確認ですけど

も、私の言動ということで、言動について議会

規則第１５１条というのに該当するということ

の説明だったかと思うんですけども、言動と言

われるのは、昨日の軽率だったということに対

する言動であるんでしょうか。 

 というのが、私の意味合いとしては、軽率だ

ったというのは、職場の課長に手渡したことが

軽率であったということの意味で軽率だったと

いう発言をしたわけですけども、その辺のとこ

ろの内容をちょっとお聞かせいただければと思

います。 

○委員外議員（たーみー君） まず、公開質問

状を証人本人に持っていくという、そこからで

すよね。証人に心理的圧力をかけてるわけじゃ

ないですか。それで、今後、証人で出られる方

たちが萎縮して、何も話せないとなったら、百

条委員会として間違ってると思います。 

 ですので、軽率だったといった、その感覚自

体が間違っていると思ったので、提出した次第

であります。 

 以上です。 
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○委員長（山本幸廣君） よろしいですか。今

の。 

 それでは、前に進みます。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） ないようであります

ので、次に、橋本貴喜議員に対する懲罰の件に

ついて、蓑田議員より説明を願います。マイク

のほうに進んでください。 

○委員外議員（蓑田由貴君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）改革市民の会、蓑田由貴です。 

 ただいま上程されました橋本貴喜議員に対す

る懲罰動議について、提案理由を説明いたしま

す。 

 地方自治法第１３２条は、議員は議会の品位

を重んじなければならないと定めております。

また、同法第１３４条は、議員が法令、会議規

則、その他議会の規律に違反したときは懲罰を

科することができると規定しております。 

 これを受け、八代市議会会議規則第１５１条

においても、議員は議会の品位を重んじなけれ

ばならないと明記されており、議員には議会の

名誉と権威を保持する厳格な義務が課せられて

います。 

 橋本議員は、百条委員会において、証人に対

し、写真の資料を提示しながら質問を行いまし

たが、昨日行われた事実確認において、その写

真資料は弁護士から提供を受けたものであり、

自らその入手経路や真偽について確認していな

いことを認めました。 

 また、当該資料は委員会で定められた提出手

続を経ずに持ち込まれたものであり、委員会内

に大きな混乱を生じさせました。これは八代市

議会会議規則第１５７条が定める、委員会の会

議室において資料等の印刷物を配付するときは

委員長の許可を得なければならないという規定

に明白に違反する行為です。 

 さらに橋本議員は、資料の提出についてルー

ルを破った意識はないと答弁しております。 

 委員会における手続及び秩序は、委員会の公

平な運営を確保するために、全ての委員が重視

すべき大原則です。 

 審議未確認の資料を用いて証人を追求し、手

続を無視して混乱を招いた言動は、同規則第１

５３条が禁じている議事の妨害となる言動に該

当し、議会の正当な調査権行使を著しく阻害す

るものです。 

 以上のとおり、橋本議員の言動は、八代市議

会会議規則第１５１条、第１５３条及び第１５

７条に著しく違反し、議会の秩序及び品位を害

するものと断じざるを得ません。 

 よって、その行為が懲罰事由に該当するた

め、本動議を提出いたしました。 

 説明は以上で終わります。 

○委員長（山本幸廣君） 以上、説明をいただ

きましたが、何か質疑ありませんか。 

○委員（橋本幸一君） これこそ先ほどの八代

市議会の会議規則１６０条の、そこの、あれは

懲罰の規定ですから、それに該当しなければな

らないんじゃないかなと私は思ってるんです

が、そこについてはどうなんですか。議会の会

議規則１６０条の３日間ルールというのが、こ

れこそ適用されるべきじゃないかと私は思って

るんですが、それに対してのお考えはどうなん

ですか。 

○委員長（山本幸廣君） 蓑田議員、内容をよ

く理解しましたか。分からなければ、もう１回

橋本委員に説明させますよ。 

○委員外議員（蓑田由貴君） ３日ルールに準

じている……。 

○委員長（山本幸廣君） 橋本委員、もう１回

よろしいですか。 

○委員（橋本幸一君） これは八代市議会の会

議規則の１６０条に、懲罰動議を出す場合には

３日以内に提出しなければならないというルー
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ルがあってるんですが、これこそ１６０条に該

当するんじゃないかと私は見てるんですが、そ

れについては。さっきと一緒です。（委員外議

員蓑田由貴君「そうですね、一緒です。３日間

ルールに準じてしてました」と呼ぶ）事象が発

生した日というのを。 

○委員外議員（蓑田由貴君） ３日間ルールに

準じて、今回、動議を出させていただいており

ます。 

○委員（橋本幸一君） 私は、事象が発生した

日が起算日と思って見てるんですが。（委員外

議員蓑田由貴君「昨日起きたことなので」と呼

ぶ）。 

 蓑田議員は、昨日が起算日と考えられるとい

うことですか。 

○委員外議員（蓑田由貴君） はい、そうで

す。 

○委員長（山本幸廣君） よろしいですか。 

○委員（谷口 徹君） 発議者の一員ですので

説明させていただきますと、懲罰の対象とした

いのが、昨日の百条委員会での橋本貴喜議員の

発言なんですよ。真偽未確認の資料を用いて証

人を追求して、それに対して、野﨑議員のほう

から質問がありましたけども、本人は、自身が

雇った弁護士ではないと。真偽を知るところで

はないというような、そういう不穏当な発言が

あったというのが問題になってるということで

す。 

 ですから、事象は昨日のことです。 

○委員長（山本幸廣君） ほかにありません

か。 

○委員（村川清則君） 私も３日というのは、

それが発生した、橋本委員と同じ考えなんです

けれども、事務局に確認ですけれども、地方自

治法とか会議規則の解釈として、私どもの考え

によれば、３日経過した事案を懲罰動議として

受理し、審議するというのは可能なんですか。 

○議会事務局長（梅野展文君） 先ほど来、出

ておりますように、条文につきましては、事象

が起きてから３日以内というふうに定めがあり

ますが、その事象というのの捉え方が、今回、

委員さん、議員さんの中で割れているものでは

なかろうかというふうに解釈しておりますの

で、そちらについては、取りようといいます

か、私自身がそこについて、これがいいとか悪

いとか、そういうことを申し上げる立場にはな

いと思いますので、そちらのほうの回答は避け

させていただきたいと思います。申し訳ござい

ません。 

○委員長（山本幸廣君） よろしいですか。 

 なければ、次に、村川清則議員に対する懲罰

の件について、木村議員より説明を願います。 

○委員外議員（木村博幸君） 皆さん、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）新自由連合、木村博幸でございま

す。 

 それでは、村川清則議員に対する懲罰動議に

ついて、提案理由を御説明させていただきま

す。 

 地方自治法第１３２条は、議員は会議の品位

を重んじなければならないと定めております。

また、同法第１３４条は、議員が法令、会議規

則、その他議会の規律に違反したときは懲罰を

科することができると規定しております。 

 これを受け、八代市議会会議規則第１５１条

においても、議員は議会の品位を重んじなけれ

ばならないと明記されており、議員には議会の

名誉と権威を保持する厳格な義務が課せられて

います。 

 昨日６月１５日に行われた事実確認におい

て、村川議員は北園議員とともに百条委員会の

証人の勤務先を訪問し、上司を通じて公開質問

状を手渡した事実を認めました。 

 百条委員会においては、証人は保護されるべ

き立場にあり、その勤務先を訪問して接触を図

る行為は、証人に心理的圧力を与え、自由な証
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言環境を損なうおそれがあります。 

 これは同規則第１５３条が禁じている議事の

妨害となる言動に該当し、議会の正当な調査権

行使を著しく阻害する行為にほかなりません。 

 また、村川議員は、自民党市議団代表として

百条委員会への出席辞退や委員会運営に関する

一連の行動の中心的立場にあり、昨日６月１５

日の協議においても、委員会で問題となった資

料について事前に確認していたことが明らかと

なりました。 

 以上のとおり、村川議員の言動は八代市議会

会議規則１５１条（品位の尊重）及び第１５３

条（議事妨害の禁止）に著しく違反し、議会の

秩序及び品位を害するものと断ぜざるを得ませ

ん。 

 よって、その行為が懲罰事由に該当するた

め、本動議を提出するものであります。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま説明が終わ

りましたが、何かありませんか。 

○委員（橋本幸一君） これはこれまで３件に

出た全体にも言えるわけなんですが、それぞれ

見方が違うということが私も今感じたわけです

が、そこについては、非常に私も、恐らく今回

のこの懲罰動議というのは難航していくかなと

思っております。賛成、反対の場面でもです

ね。 

 それと、やはりこれはもう本人の人格に関わ

ることでもあって、先ほど山本委員も言いまし

たが、当然、臨むときは訴えられることも考慮

して臨むということを言われてるんですが、ど

うぞそこを頭の中に入れて審議していただきた

いと思います。 

○委員長（山本幸廣君） 委員長からですけど

も、それはもう委員会が設置されてから、そこ

の中で議論をしていただき、法的な問題も含め

て、一議員さんですから、みんなが自覚をしな

がらこの問題に対処していただきたい。 

 法的な問題については、先ほどから、特に自

民党さんは、特に弁護士さん等と言われており

ますから、法的な問題は弁護士等々を通じて問

題は解決しなきゃいけないわけですので。 

 八代市議会議会運営委員会としては、よろし

ければ皆さん方の御理解の中でスムーズにいく

ように協力をしていただきたい。委員長からお

願いです。よろしゅうございますか。 

○委員（橋本幸一君） よろしくお願いしま

す。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま説明があり

ましたが、３件の懲罰動議については、八代市

議会委員会条例第７条の規定に基づき、１０名

から成る懲罰特別委員会を設置をし、これに一

括して付託の上、審査を行うことを求めるもの

であります。 

 本会議で可決となりましたら、懲罰特別委員

会を設置することに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、本日の流れ等について説明を求め

ます。 

○議会事務局長（梅野展文君） それでは、本

日の流れ等について御説明いたします。 

 まずは、本日から一般質問となっておりま

す。 

 一般質問終了後、議長から懲罰動議が提出さ

れた旨、議場で御報告をいただきます。 

 その後、北園議員が除斥となり、趣旨弁明、

質疑の後、特別委員会を設置し、委員会に付託

することをお諮りいただくこととなっておりま

す。 

 なお、採決につきましては、起立による採決

となります。 

 今回、同様の動議が提出されておりますの

で、ただいま御説明いたしました手続を繰り返

していただくこととなります。 
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 特別委員会が設置されることとなりました

ら、一旦休憩をとり、委員選出等のため、各派

代表者会及び議会運営委員会が開催され、終了

後、本会議を再開し、委員選出の報告がござい

ます。 

 その後、再度休憩をとり、特別委員会を開催

し、正副委員長互選が行われます。 

 特別委員会終了後、再度本会議を再開し、正

副委員長互選の結果について議長からの報告が

あり、本日の議事日程終了、延会となります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま局長より説

明が終わりましたが、何か質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） なければ、以上で本

日の議会運営委員会を閉会いたします。 

（午前９時２６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和８年６月１６日 

議会運営委員会 

委 員 長 


